
ABBYYはビジネスプロセスの分析に注力しています。 真のオペレーショナルエクセ
レンス実現には、組織の運営に不可欠なあらゆるビジネスプロセスを把握することが
必要であると考えます。 特許出願中のABBYY Timeline Analysis分析エンジンは、
プロセスや複雑度、サイズを問わず、プロセスインテリジェンスの非常に重要なインサ
イトを直感的に提供します。

製品パンフレット

真のプロセスインテリジェンスを実現
あらゆる企業では、数多くのプロセスが実行され、数えきれないソ
リューションを使用したプロセス管理に苦労していることでしょう。 
ABBYY Timelineはこうしたツールの良いところを一つにまとめること
で、一元化されたプロセスインテリジェンスソリューションを提供し、 
ビジネスプロセスデータの分析に画期的なアプローチを実現します。

ユーザーはタイムラインを用いて、推測ではなく事実をベースにプロセ
スがどのように実現されているかを素早く解明し、その真実を把握する
ことができます。タイムラインの特に良い点は、様々なプロファイルによ
り他のどのようなアプローチよりもいち早く結果を得られることです。
その結果、時間的余裕の確保を得られる上、理解を深め対処することが
できます。

タイムライン分析アプローチ
ABBYY Timelineの真価はタイムライン特有の分析アプローチとプロセ
スインテリジェンスにあります。 この技術を活用して、タイムラインはイ
ベントが実際に実行されたときに得られたデータから元のプロセスイン
スタンスを段階的に再構築します。

タイムラインで複数のシステムから取得したイベントデータを統合でき
るので、複数のバックエンドシステムを用いてフェーズの異なるプロセス
が実行される場合であってもプロセスの再構築が可能です。 そうして、
既存のシステムでは成しえなかったビジネスプロセス全体の可視化と分
析ができます。

タイムラインのビジネスプロセス再構築が完了すれば、それぞれのプロ
セスをさらに詳しくみていくことができます。 また、プロセスが一貫し
てうまく回っているか、ケースマネージメントの業務ではよく用いられる
完全にアドホックかどうかなど、あらゆるプロセス環境でこうした詳細
分析が機能する点が特長です。

ABBYY® Timeline
ビジネスプロセスの自動分析

データがABBYY 
Timelineに読み込ま
れると同時にビジネ
スプロセスの様々な
プロファイルが表示
されます。

タイムラインは基と
なるデータが複数
のシステムから得
られるものであって
も、プロセスインス
タンスを自動的に
再構築します。

プロセスのスキー
マは構造的および
アドホック型（ケー
スマネージメント）
どちらのビジネスプ
ロセス環境であっ
ても自動的に検出
されます。
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ビジネスプロセス分析に特化したアプローチにより、ABBYYはあらゆる業種や業務分
野で重要なユースケースに幅広いベストプラクティスな分析を提供します。主な機能に
ついて、下記に例を示します。。

ABBYY ジャパン株式会社| [本社] 〒222-0033 横浜市港北区新横浜2-5-14 WISE NEXT新横浜　3階 
www.abbyy.com/ja-jp/contacts/

詳細ケース（インスタンス）分析
プロセスの各種ステップが複数のバックエ
ンドシステムで実行される場合であっても、
プロセスインスタンスを詳細に分析可能で
す。 サブプロセスの検出にはイベントパタ
ーン分析を用います。

パス分析
業務遂行に有益か否かにかかわらず、影響
のある動きの検出に活用できる潜在的な実
行パターンを明らかにするため、あらゆるプ
ロセスインスタンスが分析されます。

プロセスクエリ
ユーザーはシンプルなポイントアンドクリッ
クの設定ツールを使用して複雑なクエリを
簡単に定義し、瞬時に条件に該当するプロ
セスインスタンスを発見できます。

並列比較
特定の条件に合うプロセスインスタンスの
サブセットを並べて比較し、サブセット毎の
違いを特定することができます。

ワークフロー/ジャーニーマッピング
人や作業項目（カスタマーサービス、ITサー
ビス、コールセンター業務など）のキューベ
ースのルーチンを活用するプロセスを自動
的に分析します。

プロトコル分析
プロトコル分析を活用すると、条件に合わな
いプロセスインスタンスを特定する正確な
実行ルール（順番、タイミング、件数など）
を指定することができます。

運用ダッシュボード
主要なプロセス測定基準のトラッキングや、
業務内容に関係する条件の変更があった際
のアラートなど、プロセスモニタリングダッ
シュボードの機能を簡単に定義できます。
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